
※「脳脊髄液漏出症」「低髄液圧症」と呼ばれる場合もあります。

◆いろいろな症状がでます

◆病気の認知度や理解度が低く
 誤解されることも

石川県に専門医を。
石川県に検査・診断、治療ので
きる病院を。
医師や学校の先生、職場関係者
がこの病気に気づいてくれるよ
うになることを願っています。
そして、家族の温かい励ましや
見守りなど、周囲の理解が患者
の大きな支えになります。

記憶障害、睡眠障害、
集中力・記憶力低下

めまい、ふらつき、
耳鳴り、難聴、
聴覚過敏

喉の奥の違和感、
声がかれる、
飲み込みにくい、
味覚障害

頚部・背部の痛み

頭痛（起立性が主）、
視力低下、光過敏、
目の奥の痛み、ぼやけ

動悸、腹痛、吐き気、
息苦しさ、食欲低下

腰痛、生理不順、
膀胱の不快感、頻尿

手足のしびれ、
全身の痛み・だるさ、
疲れやすい、
体温調節障害

※人によって症状は異なります。

監修：兵庫県明石市 明舞中央病院 副院⻑・脳神経外科 中川紀充医師

脳脊髄液減少症を知ってください！

『ブラッドパッチ』とは…
 硬膜外腔に自分の血液を注入し、血液が固まる性質を利用して
 脳脊髄液の漏出箇所をふさぎ、漏れを改善する治療法です。

フェイスブックは
こちらから↓脳脊髄液減少症 石川・金沢 患者家族支援の会

私たちは、赤い羽根共同募金の助成を受けて活動しています。

お気軽にお問い合わせください。
E-mail：kananoseki@gmail.com

私たちを支えてくださるボランティアさんを募集しています。
寄付金も随時受け付けております。

◆発症の原因となること

 脳と脊髄は、髄膜という入れ物の中にあり、その中は脳脊髄液という液体で満たされ保護されています。
 脳脊髄液減少症とは、脳脊髄液が髄膜から漏出するなどの要因で “減少状態” となることにより、 
 頭痛、頚部痛、めまい、耳鳴り、倦怠感など様々な症状を呈する疾患です。

◎医療機関では、起立性調節障害、
 片頭痛、心因性、うつ病などと
 診断されることが少なくありません。
◎症状がひどくなると、職場や学校を
 休みがちになり、
 ＊職場では「やる気がない」
    「覚えが悪い」「甘えている」
 ＊学校では「不登校」「怠けている」
 などと、誤解されることもあります。

＜事故やケガ＞
・交通事故 ・自転車での転倒
・スポーツ中の
 転倒、打撲、落下、衝突など
・尻もち ・暴力 ・衝突
・頭部、頸部、背部の打撲
・階段、遊具、組み体操などから
 の転落       その他
＜その他の要因＞
・発熱による脱水
・運動後などの水分補給不足
・腰椎穿刺検査
・金管楽器を強く吹く
・カイロプラクティック
・整体治療 ・出産  その他

◆検査（診断）法
・硬膜外生理食塩水注入試験
・頭部及び脊髄MRI、その他の画像検査


